
 

 

１ 学校名 佐賀市立北川副小学校 

２ 所在地 佐賀市木原三丁目１２－１ 

３ 校長名 松田美恵 

４ 学級数 

児童生徒数 

２０学級 

５３６人 

５ 実施学年 

   児童生徒数 

全学年 

５３６人 

６ 取組のねらい 

・どんな人でも暮らしやすい社会にするために、身の回りの「ユニバーサルデザ

イン」を探したり、考えたりして「ユニバーサルデザイン」についての理解を

深める。 

・さまざまな人とのふれあいを通して、人の違いや多様性を受け入れ、助け合い、

支え合おうとする態度を養う。 

・学校生活をユニバーサルデザインにすることにより、生活の仕方を分かりやす

くする工夫・改善を図る。 

・授業のユニバーサルデザイン化をしくむことにより、特別支援教育の視点を取

り入れ、全員の児童が楽しく「わかる」「できる」ように工夫・配慮された通

常学級での授業のデザインを行う。 

 

７ 取組の実際 

 

（１）「ユニバーサルデザイン」についての理解 

①ユニバーサルデザイン出前講座 

（10 月 31 日（金）２校時 体育館 4 年生児童 89 名参加） 

佐賀県ユニバーサルデザイン推進グループから来ていただき「ユニバーサルデザ

イン出前講座」を実施した。 

「ユニバーサルデザイ

ン」て何だろう？ 

身の回りのユニバーサル

デザインを知る。 

実物を見たり触ったり 

して 

 

 

 

平成２６年度ユニバーサルデザイン（ＵＤ）教育の取組 



ユニバーサルデザイン出前講座 児童の感想 

Ａ児：シャンプーやリンス、ペットボトルなど私たちが当たり前に使っているも

のにユニバーサルデザインがたくさんあることが分かりました。身の回り

にあるユニバーサルデザインをもっと探してみたいです。 

Ｂ児：パーキングパーミットは、特に体が不自由な人のためにあって、にんぷさ

んにはパーキングパーミットプラス１というものがあることを知りまし

た。 

Ｃ児：私だけがよくても、他の人が不自由・不便だと、それは「ユニバーサルデ

ザイン」とは、言うことができません。私は、人間はパズルのようなもの

だと思いました。パズルの欠けている部分を他の人が助けるというように、

人にはみんな欠けている部分があるから、それをみんなで助け合う、それ

が「ユニバーサルデザイン」だと思いました。「ユニバーサルデザイン」

は、まさに「みんなちがって・みんないい」です。 

 

②２学期 総合的な学習「北小 ユニバーサルデザイン研究所」 

 身の回りのユニバーサルデザイン

や社会の様々なユニバーサルデザイ

ンについて、書籍、インターネット、

現地調査、インタビューなどで調べ

学習を行い、フリー参観日に全校児

童、保護者、地域に向けて発信した。 

 

各クラスの発表内容  



 

自動販売機のユニバーサルデザイン

についてのプレゼンテーション 

スポーツのユニバーサルデザインにつ

いて調べたことを、○×クイズに 

  

パーキングパーミットの良さを伝え

るための劇。 

完成間近の新校舎のユニバーサルデザ

インについて調べたことをランキング 

新校舎のユニバーサルデザインランキングベスト５ 

 

 

 



「北小 ユニバーサルデザイン研究所」児童の感想 

Ｄ児：ユニバーサルデザインは、一人が作るものではなくて、みんなが協力して

作る（できる）ものだと思いました。例えば、点字ブロックの上に自転車

を置いていたらユニバーサルデザインではなくなると思いました。みんな

一人一人が違うからこそ自分と違う人のことを思い、助け合うことが大切

だと考えました。私も私と違う人の気持ちになって、人を助けたいと思い

ました。 

Ｅ児：他の県や他の国のユニバーサルデザインも調べたくなりました。町を歩い

た時にたくさんユニバーサルデザインを見つけられるようになりました。

Ｆ児：ユニバーサルデザインを勉強してとてもよかったです。ぼくが大人になっ

たら、年をとったお母さんたちのためにユニバーサルデザインを使おうと

思ったし、ぼくがお年寄りになったときも、安心だと思いました。 

Ｇ児：新校舎のユニバーサルデザインを調べて、ぼくたちも今よりもっと安心し

て勉強できると思ったし、外国から来た子や障がいのある子も、北川副小

学校で楽しく過ごすことができそうだなあと思いました。 

 

（２）人の違いや多様性への理解 

①福祉体験学習 

（12 月５日（土）１～４校時 体育館・図工室 ５年生児童 100 名参加） 

佐賀市社会福祉協議会の協力により、アイマスク・車いす・高齢者体験装備を借

用し、体験を行った。講師５名。保護者６名参加。 

 

（ア）アイマスク体験 

 それぞれ児童がアイマスクを装着して、壁に向かって真っ直ぐに歩いたり、ペ

アの友達に手を引かれて障害物（机）を回避しながら歩いたりする体験を行った。

壁に向かって歩く 友だちに手を引かれて① 友だちに手を引かれて② 

 

アイマスク体験 児童の感想 

Ｈ児：アイマスクをして歩くと人に当たったりして怖いと感じました。思ったよ

り目標まで遠くて、二人でしたときはどこに行っているのかが、分からな

なかったりしてびっくりしました。 



Ｉ児：アイマスク体験は、前が見えなかったし、暗い感じだったので、すごくこ

わかったです。短いところが長く感じることが分かりました。 

Ｊ児：目が見えないまままっすぐ歩くのは、大変だということが分かりました。

また、目が見えないとすごくこわいこともわかりました。 

 

（イ）車いす体験 

 車いすの置き方、広げ方、たたみ方を教わりやってみた。その後、車いすを利

用している人への手助けの仕方や段差のあるところの押し方を体験した。 

車いすの置き方 低い段差の補助の仕方 少し高い段差の補助の仕方

 

車いす体験 児童の感想 

Ｋ児：おじいちゃんやおばあちゃんが歩けなくなったときは、正しいやり方で押

してあげたいと思いました。車いすの人が町で困っていたら、正しい声の

かけ方で誘導したいです。 

Ｌ児：車いすに乗っている人に声をかけるときは横から声をかけるということと、

少し距離を置いて声をかけるということが分かりました。 

Ｍ児：車いすに乗っている人も押している自分もけがをしないようにしなければ

いけないし、車いすの人の気持ちも考えなければいけないと思いました。

車いすの人にお手伝いするときは、車いすの人に対して少し気づかったり

助けたりして、マナーを守らなければならないと思いました。 

 

（ウ）高齢者体験 

 高齢者体験グッズを装着して、階段の上り下り、ペットボトルからコップに水

を注ぐ、箸を使って豆を皿から皿へ移すなどの体験を行った。 

階段の上り下りをする ペットボトルから水を注ぐ 豆を移す 

 



高齢者体験 児童の感想 

Ｎ児：体が重くて立ちづらかったし、階段も登りづらかったです。豆をつかむと

きもぼんやりして取りにくかったです。光って見えたりしました。おじい

ちゃんたちは大変だなと思いました。 

Ｏ児：私たちと違って身軽ではないので、歩いたりするのがとても難しいです。

おじいちゃんおばあちゃんはこんなにきつい思いをしているんだと体験し

て初めて思いました。体験してみて高齢者の気持ちが分かりました。 

Ｐ児：体が重くなって、高齢者の気持ちが分かったので、いつもよりもっと高齢

者には優しく接したいなと思いました。 

 

②介護老人福祉施設・特別養護老人ホーム「つぼみ荘」の訪問 

１月２９日（木）５～６校時 ５年１組児童 ３４名参加 

２月 ５日（木）５～６校時 ５年２組児童 ３３名参加 

２月１２日（木）５～６校時 ５年３組児童 ３３名参加 

（ア）施設見学 

クラスごとに「つぼみ荘」を訪問し、施設の見学やお年寄りとの交流を行った。

職員の方より「つぼみ荘」の介護活動や施設についての話を聞いた後、居室・

洗面所・トイレ・浴室などの見学をした。 

施設見学 児童の感想 

Ｑ児：「つぼみ荘」では、お年寄りが暮らしやすいように、いろいろ工夫がし

てありました。たとえば、車いすのお年寄りもたくさんいるから、階段

などにゆるやかな坂道をつくり、車いすの人でも簡単に上ったり下りた

りできることや、決まったことをすることで、活動的になるなどいろい

ろ工夫してありました。 

 

（イ）お年寄りとの交流 

劇や歌などを披露し、その後折り紙やお手玉などをしてお年寄りと交流した。

劇をする児童 紙芝居する児童 折り紙で交流する児童

 

お年寄りとの交流 児童の感想 

Ｒ児：お年寄りと交流したときに一番心に残っていたのは、プレゼントを渡し



たときに、涙を流して喜んでくれたことがとってもうれしく心に残って

います。あく手をするときに、「また来てね。」と言われたので、いつ

かまた行きたいです。 

Ｓ児：私はこの交流で、お年寄りの方はとてもすばらしくて、お年寄りの方が

困っていたら、助けなければならないと思いました。私は習い事をバス

で行っている時、お年寄りの方がバスに乗ってきたら席をゆずってあげ

ようと思いました。 

Ｔ児：お年寄りの人にプレゼントを渡して「ありがとう。」と言われた時はと

てもうれしかったです。お年寄りの人につるなどを作ってあげると何度

も「ありがとう。」と言ってくれたのでうれしかったです。「つぼみ荘」

訪問で、私は人が私のために何かやってくれたら「ありがとう。」と言

うことを忘れないようにしようとあらためて思いました。 

 

（３）「学校生活のユニバーサルデザイン化」の取り組み 

①学校の決まりを UD 化 

変化の対応に抵抗が大きい子もいるので、給食、掃除、学習の約束をなるべく

学校で統一することとした。その約束については、学年初めの赴任式後に、全校

児童に向けてプレゼンテーションを行った。 

②刺激の少ない教室環境 

教室内には、児童によっては音や掲示物などが学習上の支障となる場合がある。

そこで、すべての教室をできるだけ刺激の少ない教室環境になるように取り組ん

だ。それにより、落ち着いた学習環境で取り組むことができるようになっている。

前面の黒板まわりには、

掲示物を貼らずに学習時

に黒板に集中できるよう

にした。教卓の上には積

荷をしないように心がけ

た。 

消音のために全校児童の

椅子の足にテニスボール

をはめた。児童の机の横

には、ブックバッグのみ

に統一した。 

どこに何をおくのか、具

体的に示し、整理をした。

提出物の回収箱には色分

けをし、すぐに区別がで

きるようにした。 

 



（４）「授業のユニバーサルデザイン化」の取り組み 

通常学級に在籍する発達障がい児の手立てをＵＤ化して、全員参加型の授業を

目指している。アセスメントシートで児童の実態把握や学級の認知的特性を明確

にし、有効な指導・支援方法を導き出すＵＤシートを作成し、それを活用した授

業を行っている。それとともに授業マネジメントに、３つの視点「焦点化｣｢視覚

化｣｢共有化｣を取り入れ、「授業のＵＤ化」に取り組んでいる。 

アセスメントシート 

 

ＵＤシート 

○学習公開 

取り組みのまとめとして、10 月 14 日（火）

に全員授業による学習公開をおこなった。県

下から約 200 名の参加があった。あわせて、

講師として、明星大学教授の小貫悟先生に講

演をしていただいた。最近のユニバーサルデ

ザイン教育の情勢を話され、授業で不参加が

生じやすいのは「聞く時間」であり、その時間を減らし、授業中に「考える」時

間を増やすこと、また、充実させる山場を前半に持ってくることを提言された。

 



８ 取組の成果と課題 

○成果 

①「ユニバーサルデザインとは何か」を学習していくうちに、身の回りにはいろ

いろなユニバーサルデザインのものがあるということに気づくことができ、障

がい者だけに関係のあることではなく、子ども達自身も含めて誰にでも関係の

あることだととらえられるようになった。また、自分たちでユニバーサルデザ

インを進めていこうとする態度が見られるようになった。 

② アイマスク体験、車いす体験、高齢者疑似体験を通して、相手の立場や気持ち

を考えることが大切であることを感じることができた。その後に、つぼみ荘（老

人ホーム）訪問が出来たので、体験して学んだことを実践に生かすことができ

た。 

③給食、掃除、学習の約束を学校で統一したため、新学期の変化に対応できない

子が戸惑うことなく、新しい学年のスタートを切ることができた。また、すべ

ての教室で刺激の少ない教室環境に取り組み、落ち着いて全員が学習に参加す

ることができるようになってきた。 

④教職員が、児童の実態を通して自分の手立てを見直すなど教員の意識改革につ

ながった。 

 ○課題 

①4年生は、フリー参観で全校や地域に向けた発信活動の場を設けていたが、５年

生の活動では、学級内や学年内での発表会は行ったものの、全校児童や校外へ

の発信活動はできなかった。 

②給食、掃除、学習の約束ごとなど教職員の共通認識が常に必要である。 

③いつでも支援するだけでなく時には習得をするときに支援をせずに、見守らな

ければいけない。発達段階に応じた兼ね合いが難しい。 

④交流体験活動を異校種、外部の団体等と実施していく上で、事前打ち合わせ 

の時間の確保が現状では不十分である。校内での連携・調整役としてのコー 

ディネーターの設置が急務である。 

⑤今後は、ＰＴＡ、地域へさらに情報発信していきたい。中でも、ＰＴＡとの連

携では、ＰＴＡ県大会で「ユニバーサルデザイン教育」の提言を予定しており、

児童一人一人が、互いを理解し、互いに尊重できる学校生活の実現に努めたい。

 


